
告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
越
谷
弥
十
郎
店 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
弥
十
郎
四
百
九
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

私
た
ち
地
域
住
民
の
願
い
は
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
弥
十
郎
店
出
店
に
伴
う
来
店
車
両
の
増
加 

 
 

が
あ
っ
て
も
、
交
通
安
全
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
同
店
出
店
に
当
た
り
県
に
提 

 
 

出
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
付
『
大
規
模
小
売
店
舗
届
出
書
』（
以
下
『
届
出
書
』） 

 
 

及
び
、
そ
の
後
の
同
社
の
地
元
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
る
。 

 
 

⑴ 

県
へ
の
要
望 

 
 

 

① 

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
に
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と 

 
 

 
 

・ 

同
店
周
囲
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
量
調
査
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 
 

・ 

開
店
後
は
交
通
整
理
員
を
常
時
配
置
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

・ 

地
域
住
民
、
及
び
自
治
会
へ
、
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。
対
応
す
る
窓
口
は
コ
ン 

 
 

 

 
 

 
 

 

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
は
な
く
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
社
自
身
に
設
置
す
る
こ
と
。 

 
 

 

② 

県
道
八
潮
越
谷
線
と
市
道
二
千
百
号
線
交
差
点
の
手
押
し
信
号
機
を
、
四
方
向
を
規 

 
 

 
 

制
す
る
通
常
の
信
号
機
に
変
更
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
埼
玉
県
警
察
な
ど
関
係
部
署 

 
 

 
 

に
働
き
か
け
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

要
望
の
理
由 

 
 

 

① 

『
届
出
書
』
通
行
量
調
査
の
問
題
点
と
し
て
、
同
店
周
囲
を
通
行
す
る
歩
行
者
・
自 

 
 

 
 

転
車
の
安
全
確
保
の
視
点
が
見
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 

通
行
量
調
査
地
点
三
か
所
の
う
ち
店
舗
予
定
地
直
近
の
場
所
は
、
同
店
北
東
側
の
信 

 
 

 
 

号
機
な
し
の
交
差
点
の
一
か
所
の
み
。
同
店
を
取
り
囲
む
四
辺
は
周
辺
住
民
が
歩
行
ま 

 
 

 
 

た
は
自
転
車
で
通
行
す
る
生
活
道
路
で
あ
る
。
し
か
も
同
店
東
側
の
市
道
二
千
百
号
線 

 
 

 
 

は
、
市
立
新
栄
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
交
通
安
全
の
観
点
か 

 
 

 
 

ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
同
店
に
出
入
す
る
車
両
が
通
行
す
る
こ
と
に
な
る
同
店
周
囲
の
歩 

 
 

 
 

道
及
び
車
道
を
通
行
す
る
人
・
自
転
車
の
通
行
量
を
ま
ず
調
査
す
べ
き
で
あ
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
一
号



 
 

 

② 

交
通
整
理
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
周
囲
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
安
全
確
保
の
姿
勢 

 
 

 
 

が
見
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 

届
出
書
十
一
ペ
ー
ジ 

第
二
項
「
歩
行
者
の
通
行
の
利
便
確
保
」
で
は
、「
歩
行
者
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

路
確
保
の
た
め
の
対
策
」
と
し
て
、「
駐
車
場
の
出
口
付
近
に
停
止
線
を
設
け
て
、
来
客 

 
 

 
 

車
両
の
い
っ
た
ん
停
止
の
励
行
を
促
し
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
同
社
の
視
点
は
「
歩 

 
 

 
 

行
者
の
通
行
の
利
便
確
保
」
に
あ
り
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
観
点
は
見
え
な
い
。 

 
 

 
 

 

し
か
も
届
出
書
四
ペ
ー
ジ
、
五
―
（
二
）「
左
折
入
庫
の
徹
底
及
び
歩
行
者
な
ど
の
安 

 
 

 
 

全
確
保
」
の
「
歩
行
者
」
は
、
店
外
歩
行
者
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
同
店
敷
地
内
歩
行 

 
 

 
 

者
の
こ
と
か
、
不
明
確
。
む
し
ろ
同
項
三
行
目
以
下
の
二
行
部
分
の
「
歩
行
者
等
の
専 

 
 

 
 

用
口
並
び
歩
行
者
通
路
を
設
け
る
」
の
文
言
か
ら
は
、
同
店
敷
地
内
で
の
歩
行
者
と
車 

 
 

 
 

の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
 

 
 

 

さ
ら
に
そ
の
下
の
囲
み
の
「
■
交
通
へ
の
支
障
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
」
で
は
、 

 
 

 
 

交
通
整
理
員
に
つ
い
て
、
②
配
置
時
間 
オ
ー
プ
ン
時
・
繁
忙
時
期
、
③
人
数 

状
況 

 
 

 
 

に
応
じ
て
適
宜
、
④
時
間
帯 

適
宜
配
置
予
定
、
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
整
理
員
を 

 
 

 
 

「
何
時
、
ど
こ
に
、
何
人
」
配
置
す
る
か
は
、
同
社
の
恣
意
的
な
判
断
の
み
で
決
め
る 

 
 

 
 

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
同
店
周
辺
は
県
道
八
潮
越
谷
線
側
も
含 

 
 

 
 

め
、
生
活
道
路
と
し
て
常
時
、
人
と
自
転
車
が
通
行
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
日
中
は
高 

 
 

 
 

齢
者
の
自
転
車
通
行
が
多
く
、
高
齢
者
は
、
自
転
車
の
操
作
も
と
っ
さ
の
判
断
も
、
ま 

 
 

 
 

ま
な
ら
な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
届
出
書
で
は
、
同
店
周
辺
の
道
路
の
歩
行
者
及
び
、
自
転
車 

 
 

 
 

の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
し
同
店
周
辺
の
道
路
の 

 
 

 
 

歩
行
者
、
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保
を
考
え
れ
ば
、
交
通
整
理
員
を
常
時
配
置
す
る
こ 

 
 

 
 

と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

ま
た
「
駐
車
場
の
出
口
付
近
に
停
止
線
を
設
け
て
、
来
客
車
両
の
い
っ
た
ん
停
止
の 

 
 

 
 

励
行
を
促
し
ま
す
」
程
度
で
は
、
す
べ
て
の
同
店
出
入
車
両
の
停
止
は
期
待
で
き
な
い 

 
 

 
 

こ
と
は
、
現
在
の
運
転
者
の
モ
ラ
ル
、
事
故
の
多
さ
か
ら
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。 

 
 

 
 

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
、
遅
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
交
通 

 
 

 
 

整
理
員
の
常
時
配
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

 

③ 

誠
実
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
受
け
取
り
が
た
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 

同
社
の
、
同
店
出
店
に
と
も
な
う
要
望
や
質
問
の
受
付
窓
口
は
、「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 

 
 

 
 

会
社 

応
用
技
術
株
式
会
社
（
代
表 

上
田
晃
之
）」
と
な
っ
て
い
る
。
上
田
代
表
は
「
地 

 
 

 
 

域
住
民
な
ど
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
が
あ
れ
ば
、
同
社
（
応
用
技
術
）
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は 

 
 

 
 

メ
ー
ル
送
付
を
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
の
人
た
ち
が
、
意
見
を
述
べ
る
た
め 

 
 

 
 

に
意
を
尽
く
し
た
文
章
を
書
く
の
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
店
舗
出
店
に
関
わ
る
対 



 
 

 
 

応
窓
口
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
へ
の
委
託
で
は
な
く
、本
社
広
報
担
当
あ
る
い
は
、 

 
 

 
 

現
地
開
店
準
備
室
な
ど
に
す
る
な
ど
、
出
店
企
業
は
も
っ
と
地
元
住
民
＝
出
店
後
の
最 

 
 

 
 

有
力
顧
客
へ
真
摯
に
向
き
合
い
、
誠
実
な
対
応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

ま
た
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、『
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
と
は
』
の
「
説
明
会
の
開
催
」 

 
 

 
 

に
つ
い
て
の
項
で
は
、「
大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
が
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。（
中 

 
 

 
 

略
）
周
辺
地
域
に
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
等
で
周
知 

」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
年
金
生 

 
 

 
 

活
者
が
増
え
収
入
減
に
伴
い
、
ま
た
若
年
層
の
活
字
離
れ
な
ど
も
含
め
、
新
聞
を
購
読 

 
 

 
 

し
な
い
家
庭
は
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
新
聞
折
り
込
み
で
は
、
説
明
会
開 

 
 

 
 

催
の
周
知
は
不
十
分
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

地
域
住
民
へ
の
情
報
周
知
に
は
、
情
報
伝
達
カ
バ
ー
率
の
高
い
自
治
会
を
通
じ
て
回 

 
 

 
 

覧
板
を
回
す
と
い
う
方
法
も
一
つ
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
多
少
な
り
と
も 

 
 

 
 

生
活
環
境
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
周
辺
の
該
当
自
治
会
（
自
治
会
長
）
を 

 
 

 
 

訪
問
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
 

 

④ 

信
号
機
に
よ
る
安
全
確
保
対
策
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

「
届
出
書
」
図
三
の
、
県
道
八
潮
越
谷
線
と
市
道
二
千
百
号
線
が
交
差
す
る
場
所
に 

 
 

 
 

は
、
手
押
し
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
市
道
は
前
述
の
と
お
り
新
栄
中
学
校
の 

 
 

 
 

通
学
路
で
あ
り
、
ま
た
来
客
車
の
南
方
向
へ
の
右
折
通
行
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と 

 
 

 
 

か
ら
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
自
動
信
号
に
変
更
す
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
で 

 
 

 
 

は
な
い
か
と
考
え
る
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


